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１．はじめに 
 ヒバは大半が青森県内の国有林から出材され、耐水性や耐虫性が高いため建築材や

日用品などに幅広く用いられてきた。しかし、資源の保全等の観点より、伐採量は長

期的に減少している。さらに、生活様式の変化などにより、従来ヒバ業界の大きな収

益源となっていた役物などの高級材の需要も減少しており、こうしたことがヒバ業界

の収益性低下につながっていると考えられる。 
 ヒバ業界の収益性を向上していくためにはヒバの利活用の推進が不可欠だが、その

ためには従来の利活用に加えて、防虫性や抗菌性など素材としての魅力・特性と、携

わる人の技術やこだわりなどの製品としての魅力・特性といった、ヒバの強みを生か

した新たな利活用をすることが重要である。こうした利活用を進めるためには、これ

らの情報を整理し、より多くの人へ共有することが不可欠である。 
その一方で、多くの人にとって主要な情報源の一つであるインターネット上では、

ヒバに関して誤った内容を記載しているもの、記載内容に誤解を生じさせやすいもの、

研究や情報発信が盛んに行われた平成 10 年頃より後の情報が反映されていないもの

など、情報が未整理かつ不足している記載が多く見受けられた。 
こうした現状から、ヒバについて現在まで明らかになっている情報を分かりやすく

まとめた、信頼できる情報源が必要であると考えた。そこで、ヒバを取扱う業者や消

費者が、ヒバの価値を認識するきっかけになることを目的とし、ヒバの強みを発信す

るウェブサイトを作成することとした。 
 

２．方法 
下北森林管理署のホームページ内に「ヒバを知るためのウェブサイト」と題した特

集ページを作成し、令和 3 年 1 月 12 日に公開した（掲載 URL: https://www.rinya. 
maff.go.jp/tohoku/syo/simokita/hiba/top.html）。掲載内容は「ヒバとは」、「ヒバの特

性」、「ヒバに携わる人」に大別し整理した。 
 
(1) ヒバとは 

一般の方向けに、ヒバが山で育ってから製品となるまでの過程やヒバの利用方法な

どの基礎知識を紹介した（図 1）。これらの内容は図鑑等の文献、取扱業者への聞き取

りや東北森林管理局内の公表資料を基に作成した。 
本文中では専門用語を極力避け、一般の方により知ってほしい内容については Q&A 形

式での説明も行うことで、わかりやすいページ作りに努めた（図 1）。また、国有林野事

業をより理解していただけるよう、森林管理局で公表しているデータや局署での取組

の紹介、解説も行った（図 2）。 
 



 
 

 



(2) ヒバの特性 
 素材としての魅力・特性を理解しても

らうために、ヒバに関する研究論文や特

許公報などの情報を基にヒバ材、精油、

ヒノキチオールの性質や利用に関する情

報を紹介した。研究論文の中には、ヒノ

キチオールの生理活性のメカニズム等の

ように、専門性が高く実際の利活用の場

面と結び付けてイメージするのが難しい

内容もあったため、それらは対象外とし

た。その他、掲載する文献の選定にあた

っては図 3 に示す独自の基準を設けた。 
 
 本文中では、紹介する事例の基礎的な背景を説明した後、枠で囲って研究事例を紹

介した。研究事例の紹介部分では、難しい内容をわかりやすくするために、内容が一

目でわかる見出しをつけ、図表を用いながら説明した（図 4）。また、効果を端的に表

すだけでなく、どんな実験を行い、何が明らかになったかを明記し、誇張表現や事実

誤認につながらないよう気を付けた（図 4）。 

 



(3) ヒバに携わる人 
 製品の付加価値を感じてもらうために、山で育ったヒバが製品になるまでに関わる

人や技術を紹介した。これらは下北森林管理署管内のヒバ関係者への聞き取りを基に

記事を作成した。また、行政のページであるため特定企業の宣伝にならないよう注意

し、個人のこだわりや技術に焦点をあてて紹介することとした（図 5）。 

 
 
３．結果 

ウェブサイト公開後、局内関係者やヒバ取扱業者等、閲覧者によかった点や改善すべき

点について意見をいただいた。 
よかった点としては、「内容がわかりやすくまとまっていた」、「ヒバに興味・関心を

持っている顧客が理解を深めるいい機会になるのではないか」、「知識を持ち合わせて

いない自身にとってもわかりやすい丁寧な記載だった」という声が聞かれ、記載内容

については概ね好評だったといえる。 
修正、改善が必要な点としては、「一般の方が関心を持ちやすい情報をもっと取り上

げられると良い」、「文章が多く読みづらい箇所がある。写真を効果的に使った方が良

い」、「研究紹介にて一部専門用語が難解であった」、「素材の良さが実際の利活用にど

う活きるかについてもアピールできたらよい」という声が聞かれ、表現や構成につい



て改善の余地があり、内容の追加も必要だと考えられる。 
 

４．今後の方針 
これらを踏まえ、今後の方針としては次の 3 点について考えている。 

 一つ目は聞き取り調査を継続し、要望のあった項目について充足化を図ること、二

つ目はわかりやすさ、見やすさを向上させることであり、この 2 点については令和 2
年度内の取組とする。三つ目は、アクセス状況や署内の意見を鑑みたうえで、今後の

中長期的なウェブサイト管理方針について検討していきたいと考えている。 


